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Focused Ultrasound Lesioning of the Subthalamic Nucleus for Asymmetric Parkinson’s Disease in Japan 

(本邦における片側症状優位のパーキンソン病患者に対する経頭蓋集束超音波視床下核焼灼術) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

本邦における片側症状優位のパーキンソン病患者に対する経頭蓋集束超音波視床下核焼灼術（片側STN-FUS）の安全

性と臨床的妥当性を評価する。 

〔方法〕 

研究デザインはProspective, open-label, single-arm, feasibility trialで、非対称性パーキンソン病患者を対象

とした。主なInclusion criteriaは片側症状優位で、標準的な内服治療で十分な症状改善が得られない患者、主な

Exclusion criteriaは内服on時のmodified Hoehn and Yahr stage ≥ 2.5、重度ジスキネジアの存在、頭蓋骨密度比 (SDR) 

≤ 0.30であった。Primary Outcomeは安全性、Secondary Outcomeは運動症状のefficacyであった。10症例を対象にSTN-FUS

を行った。 

〔成績〕 

有害事象はジスキネジアが5例、体幹失調が3例、その他複視、頭皮の浮腫、上肢のわずかな麻痺、一過性の性欲亢進

がみられた。SDR低値の2症例では高いエネルギー照射を要し、頭痛を認めた。ジスキネジアはいずれもnon-troublesome

であった。UPDRS part Ⅲのスコアは術後4ヶ月時点で治療前と比較して内服off時で35 [27–41] (中央値 [四分位]) から

25 [18–31] (r = 0.69, p < 0.05)への減少 (29%の改善)、内服on時で27 [22–34] から17.5 [13–22] (r = 0.69, p < 0.05)への

減少(36%の改善)、内服off時の治療側は18 [12–21]から11 [8–13] (r = 0.69 ,p < 0.05)への減少(39%の改善)を認めた。 

〔総 括(Conclusion)〕 

アジア人のPD患者に対するSTN-FUSの安全性と臨床的妥当性が示された。 

 

 




